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FUJI  2026 AUTOBACS SUPER GT Round 02
2026 SUPER GT 第２戦　富士スピードウェイ 

５月３日（日）〜４日（月・祝）

PRACTICEPRACTICE 公式練習 ５月３日（日）　天候：曇り／路面：ドライ

　2026 年から GT300 クラスに参戦を開始
した TEAM ENEOS ROOKIE は、４月に行わ
れた第 1 戦岡山では苦戦を強いられつつも、
まずはしっかりと完走し初陣を終えた。た
だ、迎える第 2 戦富士を前に、思わぬ報せ
がチームに届いた。
　今季大きな期待をもって TEAM ENEOS 
ROOKIE から SUPER GT にデビューした鈴
木斗輝哉はまだ 19 歳で、初心運転者期間
だったが、交通違反の点数が溜まり再講習
が必要になってしまった。もちろんレース
出場のためには運転免許が必要となるため
第 2 戦富士には出場ができない。チームオー
ナーのモリゾウが「まわりに相談できな
かった。こちらの責任」と悔やむ事態となっ
てしまったが、鈴木には再起を期待しつつ、
チームは急遽代役を探した。白羽の矢が立
てられたのは、WEC 世界耐久選手権で活躍
する元 F1 ドライバーの小林可夢偉だった。

　ただ、いかに可夢偉と言えど、エントリー
発表後の交代にはさまざまな手続きが必要
な上に、２年間シリーズに参戦していない
GT300 クラスのドライバーには、ルーキー
テストが必要となる。なんとか手続きを終
え、ルーキーテストは５月３日（日）の公
式練習で受けることになった。
　そんな５月３日の富士スピードウェイは
曇天で、気温 22 度／路面温度 34 度という
コンディションで午前 10 時 30 分から公式
練習が始まった。
　当初、チームはまず石浦宏明が２回のア
ウトインをこなしてから可夢偉のルーキー
テストを行う予定だったが、リスクを考え
当日朝にプランを変更。１回のアウトイン
でルーキーテストを行ったが、これが幸運
を呼んだ。ルーキーテストに必要な 12 周
を終えようかというタイミングで、セッ
ションは赤旗中断となってしまった。

　幸い、赤旗でピットインした可夢偉の周
回数はちょうど 12 周。しかも、再開後に
石浦のドライブで再コースインした直後、
ENEOS X PRIME AMG GT3 にはトラブルが
起きてしまった。もし当初のプランだった
ら、可夢偉はレースに出場することができ
なくなるところだった。

「僕はまだまだもってますね（笑）」と可夢
偉。予選に向けた確認が行えなかったこと
は残念ではあるが、まずはチームはホッと
した雰囲気に包まれた。
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QUALIFYQUALIFY

RACERACE

公式予選

決勝レース

５月３日（日）　天候：曇り〜雨／路面：ドライ・ウエット

５月４日（月・祝）　天候：晴れ／路面：ドライ

　公式練習の結果、可夢偉の出走が認めら
れ、チームは午後２時 20 分から行われる
公式予選に向け、ENEOS X PRIME AMG GT3
の修復を急いだ。
　雲が増え、強い風が吹くなか、気温 21
度／路面温度 27 度というコンディション
で迎えた公式予選。Q1 突破を目指し、ま
ずは石浦がステアリングを握りアタックに
向かった。予選に向けた確認をしっかり行
えていない状況ではあったが、Q2 に繋げ
るべく石浦は１分 36 秒 148 というタイム
を記録。６番手につけ Q1 を突破し、さす
がの実力をみせた。

　明けた５月４日（月・祝）の富士スピー
ドウェイは、前夜から降り出した雨は朝に
止み、晴天に恵まれた。風は強かったもの
の５万 800 人もの観衆を集め、気温 24 度
／路面温度 43 度というコンディションの
もと午後２時から決勝レースが始まった。
　ENEOS X PRIME AMG GT3 は、前日公式
練習での走行が少ない状況ではあったが、
可夢偉もこれまでの経験をもとに、エンジ
ニアにさまざまなアドバイスを送り、セッ
トアップを改良していった。14 番手から
レースに臨んだ ENEOS X PRIME AMG GT3
に乗り込んだ石浦は、その感触の良さを感
じ取ると、１周目から３ポジションアップ
し 11 番手へ。さらに８周目から３周連続
でひとつずつ順位を上げ、８番手に浮上し
てみせた。
　７番手を走っているのは、同じ車種だ
がタイヤが違う #4 メルセデス。ROOKIE 
Racing にとってはファミリーのひとりで
ある片岡龍也選手がドライブしている。石
浦は僅差の戦いを展開していくが、なかな

　続く Q2 では可夢偉がアタックに臨んだ
が、メルセデス AMG GT3 の経験こそある
ものの、特殊な SUPER GT 用のニュータ
イヤを組み合わせてのアタックの経験はな
い。石浦のアドバイスをもとに GR コーナー
のブレーキングに入るが、止まりきれずに
オーバーランしてしまうシーンも。ただ、
翌周にはきっちり合わせ込み、１分 36 秒
010 を記録。14 番手につけた。
　予選後、ドライバーふたりは修復を成し
遂げたチームに感謝を伝えつつ、モリゾウ
を交え予選を振り返り和気あいあいとした
雰囲気に包まれた。

か先行することがで
き ず に い た。 そ こ
で、早めにピットイ
ンしアンダーカット
を狙う作戦を採り、
28 周でピットイン。
い よ い よ GT300 初
レースとなる可夢偉
に ENEOS X PRIME 
AMG GT3 を託した。
　ピットアウトする

と、作戦が功を奏し可夢偉は #4 メルセデ
スを先行することができたが、背後にピタ
リとつかれ熾烈な戦いが中盤も継続してい
く。しかも可夢偉にとっては、#4 メルセデ
スは国内外のレースでともに戦ったチーム
でもある。「まさかここで !?（笑）」という
相手でもあったが、片岡選手とのフェアな
バトルをエンジョイ。GT500 車両のストッ
プによるフルコースイエロー導入後、一時
先行される場面もあったが、冷静に抜き返
すシーンも展開した。
　可夢偉は 70 周を終えて、その大役を終
えるとふたたび石浦に交代。中盤のバトル、
そして自らの仕事をしっかりと終えたこと
に対して、可夢偉は笑顔を浮かべた。
　ただそんな急遽の参戦ながら可夢偉の
好走、そしてチームにもたらしたものは
TEAM ENEOS ROOKIE の今後にプラスにな
るものだった。

　そんな可夢偉の活躍を引き継いだ石浦
は、93 周目に #52 GR Supra がペナルティ
で後退した後は６番手に浮上。レース終盤、
#777 アストンマーティンを抑えながらきっ
ちりと走り切り、そのまま６位でフィニッ
シュしてみせた。TEAM ENEOS ROOKIE に
とっては、待望の初入賞だ。
　レース前の急遽のドライバー交代劇から
始まった第 2 戦だが、チームは可夢偉とい
う頼もしい存在を得て、初ポイント以上に
多くの糧を得た。
　2026 年の SUPER GT は第 3 戦マレーシ
アが延期になっており、次戦は８月の第 4
戦富士となる。そしてその時には、鈴木斗
輝哉がチームに復帰する。今度は斗輝哉と
一緒にさらなる高みを目指すべく、TEAM 
ENEOS ROOKIE は約３ヶ月のインターバル
を有効に使いながら、ポテンシャルアップ
を目指していく。
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VOICEVOICE
Hiroaki ISHIURA  Hiroaki ISHIURA  DRIVERDRIVER

Kamui KOBAYASHI  Kamui KOBAYASHI  DRIVERDRIVER

Yutaka YAMAMURA  Yutaka YAMAMURA  GENERAL MANAGERGENERAL MANAGER

Toshiyuki SEKIYA  Toshiyuki SEKIYA  DIRECTORDIRECTOR

ドライバー／ GM ／監督コメント

石浦 宏明

小林 可夢偉

山村 豊

関谷 利之

「今回、小林可夢偉選手に来てもらうことになりましたが、そもそもルーキーテストをクリ
アしなければレースを走ることもできなかったので、決勝でこうして力強いレースができ
てありがたく思っています。ROOKIE Racing の仲間の層の厚さが助けてくれたと思ってい
ます。レースでも可夢偉選手はクルマに乗り慣れていることもあって、いろいろな技を繰
り出してバトルをしてくれましたし、普通のドライバーにはできない仕事をこなしてくれ
ました。セットアップにもすごく貢献してくれて、レースでは自分もすごく良いペースで
走ることができました。ピット戦略もうまくいきましたね。斗輝哉選手も今日のレースを
悔しい思いで観ていたと思うので、次戦この６位を上回る結果を目指して頑張りたいです」

「決勝レースではお互い良く知る片岡龍也選手、しかも４号車とのバトルになりましたが、
『まさかここで !?』と驚きました（笑）。でもすごく楽しかったですね。正直、SUPER GT 用

のタイヤをまだ理解しきれていない中でのレースで、どこまでいって良いか分からない中
での戦いでしたが、燃費をセーブしながら引っ張るのが僕のミッションだったので、それ
はしっかりとできたのではないかと思っています。ポジションを落とさず走ることができ
ましたしね。結果的に６位入賞することができて良かったです。公式練習でのトラブル等
もあり、うまく走れた感覚はありませんでしたが、GT300 ルーキーらしい経験で（笑）、自
分としての最大限の仕事はできたのではないでしょうか」

「鈴木斗輝哉選手が出場できない中で迎えたレースウイークでしたが、まずは次戦、戻って
きてくれることを待ち望んでいます。そんな中で、今回は小林可夢偉選手が力を貸してく
れることになりましたが、今回我々が使っていた 35 番ピットは、ROOKIE Racing にとって
も原点とも言えるピットなんですね。チームの初期に、可夢偉選手走ってもらったことを
思い出させるレースだったと思います。そんな一戦で、チームにとっての初ポイントを獲
得することができてうれしく思いますし、ここからまた一歩一歩やっていきたいと思いま
す。とはいえ、ライバルとの差もまた分かった一戦でした。次戦、斗輝哉選手も帰ってき
てもらい、また等身大の自分たちの力をみせつつ、良くしていけたらと思っています」

「今回は綱渡りどころではなく “糸渡り” のようなレースウイークでした（苦笑）。可夢偉
選手のルーキーテストもギリギリでしたしね。でも可夢偉選手はすごく燃費も良かったで
すし、決勝レースですごく良いデータをもたらしてくれました。さすがでしたね。今後ス
トラテジーの考え方が変わりますし、次戦鈴木斗輝哉選手が戻ってきたときに、もっと彼
も幅が広がると思います。次戦、斗輝哉選手が戻ってくることがすごく楽しみですし、我々
もその準備をしっかりとしていきたいと思っています。今回は６位入賞ということで嬉し
い気持ちもありますが、それ以上に得たものが大きいレースだったと思います。チームみ
んなもミスなく取り組んでくれましたし、良い週末を送ることができました」
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PHOTO GALLERYPHOTO GALLERY フォトギャラリー
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RESULTRESULT リザルト一覧

2026 年 SUPER GT ランキング　石浦宏明／小林可夢偉：11 位（10 ポイント）　鈴木斗輝哉：- 位（0 ポイント）　TEAM ENEOS ROOKIE：10 位（16 ポイント）
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Our activities are supported by all partnersOur activities are supported by all partners
ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


